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写真のある美術館 ・博物館 ・資料館

国立民族学博物館
 http://www.minpaku.acjp/

■館の紹介

　国立民族学博物館(略 称:民 博=み んぽ く)は,大 学共同利用機関の一つとして1974年6月 にExpo70の 跡

地に設置され,1977年11月 に展示場が一般公開されました.文 化人類学 ・民族学と関連諸分野に関する,研

究センター,資 料 ・情報センター,そ して市民向けに研究成果を還元する博物館機能 も合わせ持つユニークな

機関です.法 人化の流れの中で,2004年 に人文系の大学共同利用機関(歴 博,国 文研,日 文研,地 球研)と と

もに大学共同利用機関法人 「人間文化研究機構」を構成する一機関に再編されました.

　民博の名前は博物館ですが,文 化庁ではな く文科省研究振興局学術機関課の所管下にあ り,学 芸員を置かな

い代わ りに,文 化人類学 ・民族学や関連諸分野を専門とする約60名 の教員を擁 しています.

■館 と写真とのつなが り

　民博は,文 献図書資料の他,教 員が世界各地のフィール ド調査途上で収集 した,標 本資料,映 像音響資料 も

多数収蔵し,総 資料点数はこの分野で屈指です.映 像資料には,民 博の教員だけでな く,研 究者や学術調査隊

から寄贈された,プ リントやフィルムの写真資料が多数含まれます.こ れらは,写 真1枚 に力を込めた報道写

真や芸術写真とはやや趣が異な り,研 究者の学術的視点によって調査地の情景や文化を記述 した 「民族誌写真」

であり,全 体の通覧,他 地域の写真との比較,文 書記録との組み合わせによって,各 地域の生態 ・技術 ・文化

の相関関係を見出すのに有用なものです.

　民博は,こ れら写真資料の保存と活用のバランスを図る工夫を重ねてきました.古 写真やビネガー ・シンド

ロームの始まったフィルムなど劣化資料の保存手法,保 存用の複製を作 る際の著作権者 との調整,な どの課題

があります.一 方,活 用の面では,デ ジタル化してネ ット公開を進める際に個人情報 ・肖像権 ・現地文化の尊

重など,文 化を記録 した写真資料の倫理的配慮が重要です.特 に1980年 代以降,文 化人類学 ・民族学が従来

無 自覚に進めてきた現地からの情報収奪に対する反省の機運が高まり,現 地への資料 ・情報の還元,現 地 との

共同作業の重要性が説かれるようになってからは一層,被 写体の権利やキャプションの表現について慎重な扱

いが求められています.

　民博は非営利の公的学術機関なので,学 術調査隊 個人やご遺族から写真を寄贈される場合は,で きるだけ

著作権も譲渡いただ くことを原則に資料整備 と公開を進めています.権 利処理未了のため民博内での学術 目的
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閲 覧 に止 め て い る も の も含 め,『 週 刊 朝 日』 で1974～1975年 に 連 載 さ れ た 「我 が 家 の こ の一 枚 」 へ の応 募 写

真 約3,000点,1930年 代 に ア メ リカ の ナ セ ア ニ ア方 面 学 術 調 査 団 に 同行 した 写 真 家 ・朝 枝 利 男 氏 の コ レク シ ョ

ン約4,000点,松 尾 三 憲 氏 が 大 正 年 間 に収 集 した絵 葉 書 コ レ ク シ ョ ン約170点 ,1958年 西 北 ネ パ ー ル 学 術探 検

隊 写 真 約3,600点,1957～1960年 の東 南 ア ジ ア稲 作 民 族 文 化 綜 合 調 査 団写 真 約4,300点,1961～1967年 の 京

都 大 学 ア フ リカ学 術 調 査 隊 写 真 約17,000点,1970～1980年 代 の タ イを 中 心 とす る 田辺 繁 治 名 誉 教授 フ ィー ル

ド写 真 約10,000点,1980～2004年 の 小 山修 三 名 誉 教 授 オ ー ス トラ リア ・ア ボ リジ ニ 研 究 フ ィー ル ド写 真 約

8,000点,な ど多 岐 に わ た る資 料 が あ ります.

■当館 自慢の一品

　これら写真 コレクションの中で,35,000点 に及ぶ,初 代館長梅樟忠夫の写真 コレクションは,1940年 ～1986

年にわた り世界各地を調査 した貴重な資料です.ち なみに梅樟忠夫は,岩 波写真文庫から 『アフガニスタンの

旅』(1956年)な ど写真集3冊 を刊行,1973年 に日本写真家協会に入会,そ れが縁で1982年 から2010年 にか

けて国内各地で写真展 「民族学者　梅樟忠夫の眼」を開催するなど,芸 術性も重視した写真家としても知 られ

ています.各 地域の人びと,特 に子 どもたちの写真に味わいがあ ります.

1958年,ラ オ ス 王 国(当 時)タ ー ケ ー

クに て.第 一 次 大 阪 市 立 大 学 東 南 ア ジ

ア学 術 調 査 隊(1957年11月 ～1958年

4月)の 隊長 と して調 査.

1957年,カ ン ボ ジア 王 国 トン レサ ップ

湖上 の ク メー ル 族 第一 次 大 阪 市立 大

学 東 南 ア ジア 学 術調 査 隊(1957年11

月 ～1958年4月)の 隊長 と して調 査.

1961年,ネ パ ー ル王 国 カ カ ニ ・ヒ ル西

方 に て.背 景 の 山 は ガ ネ ッシ ュ山 群.

第 二 次 大 阪 市 立 大 学 東 南 ア ジ ア学 術 調

査 隊(1961年12月 ～1962年2月)の

隊 員 とし て調 査.

■施設 メモ

施設名

所在地

アクセス

開館時間

休館日

観覧料

国立 民 族 学博 物 館(こ く りつ み ん ぞ くが くは くぶ つ か ん)

大 阪 府 吹 田 市 千 里万 博 公 園10-1

・千 里 中央 方 面 か らお越 し の場合

　 大 阪 モ ノ レー ル　 万博 記 念 公 園駅 《本 線 》 下 車 徒 歩約15分(自 然 文 化 園 《 有料 区域 》 の入

　 園 料 が必 要 だ が,券 売 機 で 民 博 観 覧 券 を 購 入 した 場 合 は不 要).ま た は,大 阪 モ ノ レー ル

　 公 園 東 口駅 《 彩 都 線》 下 車 徒 歩 約15分.

・JR茨 木 駅 ・阪 急 茨木 市 駅 方 面(経 由)か らお 越 しの場 合

　 近 鉄 バ ス 《 阪大 病 院,美 穂 が丘 行 》24・25系 統 　 日本 庭 園前 下 車 徒 歩 約15分(自 然 文 化

　 園《 有 料 区域 》 を経 ず に 来館 可 能).

詳 し くは　 http:〃www.minpa㎞.ac.jg/museum/information/access

10:00～17:00(入 館 は16:30ま で)

毎 週 水 曜 日(水 曜 日が祝 日 の場合 は翌 日が 休 館 日),お よび年 末 年 始(12月28日 ～1月4日)

本 館 展 示 場 観 覧料

区 分 個 人 団体(20名 以上)

一般

高校 ・大学生

小 ・中学生

420円

250円

110円

350円(/1人)

200円(/1人)

90円(/1人)

表の金額は本館展示の観覧料金.特 別展の観覧料金はその都度,別 に定めます.

(国立民族学博物館　文化資源研究センター/教 授　久保正敏)


